
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
屋
敷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白
山
大
権
現
の
掛
軸
は
、
真
田
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
山
家
神
社
御
神
号
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

延
喜
式
神
名
帳
に
そ
の
名
が
見 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

え
る
山
家
神
社
は
四
阿
山
頂
上
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奥
宮
が
鎮
座
す
る
。
養
老
二
年
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
と
伝
わ
り
加
賀
白
山
の
御
神
霊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
勧
請
し
た
と
云
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
奥
宮
は
永
禄
五
年
幸
隆
公 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
綱
公
に
よ
り
修
営
さ
れ
、
昌
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
は
御
山
の
樹
木
伐
採
を
制
限
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
朱
印
状
な
ど
を
出
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
神
鎮
ま
る
山
か
ら
流
れ
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
川
は
真
田
町
上
田
市
東
御
市
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

域
に
暮
ら
す
人
々
の
生
命
の
根
源 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
司
る
川
で
あ
り
神
の
川
、
神
川 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
か
ん
が
わ
）
と
呼
ば
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

霊
験
あ
ら
た
か
な
山
家
神
社
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
よ
り
神
威
を
高
め
る
た
め
、
神 

を
護
る
寺
、
白
山
寺
が
建
立
さ
れ
、 

山
中
の
蓮
花
童
子
院
と
共
に
、
神 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
、
僧
侶
、
修
験
者
に
よ
り
祭
祀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
行
わ
れ
続
け
て
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

領
主
領
民
共
に
、
四
阿
山
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
晴
か
す
土
地
に
守
り
護
ら
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
た
、
そ
の
尊
称
が
真
田
の
白
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ま
『
白
山
大
権
現
』
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

真
田
氏
は
信
濃
國
小
県
郡
真
田
の
地
よ
り
、
各
一 

族 
 

族
及
び
領
民
が
力
を
合
わ
せ
日
の
本
に
名
を
馳
せ
た

武
将
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
に
古
く
か
ら
鎮
ま
る
山
家
神
社

（
山
家
社
白
山
宮
）
を
、
真
田
氏
は
守
護
神
と
し
て
人
々
の

暮
ら
し
と
領
土
の
安
穏
を
祈
り
続
け
ま
し
た
。
上
田
城
築
城

に
当
た
り
、
昌
幸
公
は
城
の
鬼
門
除
け
の
神
と
し
て
変
わ
ら

ず
山
家
神
社
を
崇
敬
し
、
そ
の
後
の
上
田
藩
主
で
あ
る
仙
石

氏
松
平
氏
へ
も
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。 

   

そ
の
大
い
な
る
恵
み
は
白
山
大
権
現
見
晴
か
す
四
阿
山
よ

り
流
れ
出
る
神
川
の
清
き
流
れ
に
あ
り
ま
す
。
人
を
守
る
、

土
地
を
守
る
の
は
戦
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
治
山
治
水
が

生
活
の
要
で
あ
り
、
当
社
の
宝
物
等
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、

真
田
氏
は
土
地
と
人
を
大
切
に
し
た
殿
様
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
領
民
は
真
田
氏
を
必
死
に
守
り
抜
き
ま
し
た
。 

 

神
川
を
戦
に
利
用
す
る
事
が
で
き
た
の
も
、
常
に
自
然
と

共
に
暮
し
、
治
山
治
水
を
上
手
に
行
っ
て
い
た
証
拠
で
あ
り
、

明
治
ま
で
山
家
神
社
に
上
田
藩
主
の
参
拝
が
続
き
、
社
殿
の

造
営
寄
進
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
、
生
命
の
源
で
あ
る
神

川
水
系
一
帯
の
自
然
の
神
と
、
そ
の
土
地
に
暮
ら
す
人
々
が
、

相
互
に
守
り
護
ら
れ
て
生
活
し
て
い
た
証
で
あ
り
ま
す
。 

真
田
氏
が
戦
勝
祈
願
を
す
る
と
す
れ
ば
山
家
神
社
よ
り
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
当
社
に
そ
の
伝
承
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
真
田
氏
が
戦
に
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、
被
害
を
最
小
に

領
民
を
無
事
に
帰
す
こ
と
を
祈
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
…

地
元
真
田
で
し
か
感
じ
る
事
の
で
き
な
い
こ
と
で
す
。 

  

江
戸
の
長
い
時
代
、
上
田
を
始
め
こ
の
真
田
の
里
は
松
平

公
に
治
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
歴
代
上
田
藩
主
に
敬
意

を
表
し
た
上
で
、
明
治
十
七
年
、
よ
う
や
く
真
田
家
十
代
幸

民
公
（
松
代
藩
主
）
及
び
県
知
事
に
認
可
を
受
け
、
こ
の
真

田
家
発
祥
の
地
に
念
願
の
真
田
神
社
が
創
立
さ
れ
ま
す
。 

 

真
田
本
家
よ
り
御
神
璽
を
奉
斎
、
旧
家
臣
よ
り
多
く
の
宝

物
が
奉
納
さ
れ
、
広
く
大
阪
か
ら
も
寄
付
を
受
け
た
記
録
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
今
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

→
古
図 

当
時
は
独
立
し
た
立
派
な
社
で 

あ
り
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
で
維 

持
管
理
に
適
正
を
欠
き
大
正
八
年 

山
家
神
社
境
内
へ
と
遷
さ
れ
ま
す
。 

 

昭
和
二
十
五
年
に
は
旧
長
村
の 

戦
没
者
の
御
霊
が
合
祀
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
村
に
は
新
た
に
慰
霊
殿
を
建 

て
る
余
力
な
き
た
め
、
真
田
公
と 

同
じ
く
お
祀
り
さ
れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
八
年
、
上
田
城
に
鎮
座
す
る
松
平
神
社
が
上
田

神
社
と
改
称
、
そ
の
十
年
後
に
な
ん
と
真
田
神
社
と
名
を
改

め
、
純
粋
な
信
仰
の
も
と
に
祀
ら
れ
た
山
深
き
里
、
真
田
氏

が
愛
し
た
真
田
郷
に
鎮
座
す
る
真
田
神
社
は
、
い
つ
し
か

人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

本
来
唯
一
の
真
田
神
社
、
御
祭
神
は
幸
隆
公
よ
り
昌
幸
公

信
幸
公
信
繁
（
幸
村
）
公
を
お
祀
り 

し
て
い
ま
す
。
真
田
の
至
誠
は
こ
こ 

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

山 

 

家

 慎 

 

聞 

 

  

山家神社社務所 
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〒386-2201上田市真田町長 4473 
℡0268(72)5700 
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山
家
郷
塾
理
念 

一
、
自
然
の
恵
み
と

祖
先
の
恩
と
に
感
謝

し
、
日
々
お
蔭
さ
ま

の
心
を
以
て
郷
生
の

道
を
歩
む
こ
と 

 

一
、
地
域
の
歴
史
・
文

化
・
伝
統
を
学
び
考

え
今
を
照
ら
し
、
故

郷
の
振
興
と
再
生
を

図
る
こ
と 

 

一
、
永
遠
と
続
く
歴

史
の
中
に
あ
る
今
を

意
識
し
、
祖
先
か
ら

受
け
継
い
だ
モ
ノ
を

守
り
伝
え
る
こ
と 

 

白 
山

権 

城 

 

 

鬼 

 

現 

田 

 

上 

 

 

 

 

大

門 

 

除

 

の 

 

神 

 

 

←
一
七
一
二
年
上
田
藩
主

松
平
忠
周
公
奉
納 

→
一
五
六
二
年
真
田
幸
綱 

 
 

信
綱
修
営
奥
宮
古
扉 

真 

 

田 

 

神 

 

社 

 

を 
 守 

 

ろ 

 

う 
   

→
神
社
創
立
文
書
は 

全
て
残
っ
て
い
ま
す 


